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１．庁内デジタル人材育成の目的と位置づけ（ロジックモデル）

各局・各所属が自発的かつ継続的に、デジタルを活用した地域・組織の課題解決に取り組んでいる
（デジタル戦略で示す「職員の意識・行動の変容とデジタル技術を触媒とした『行政から地域への課題解決の連鎖』」）

①職員が研修に参加する
②職員がデジタル関連資格を取得する

最終成果
（目的）

各局・各所属において、当事者としてデジタル化・DXに「当たり前に取り組む」状況が生まれている中間成果Ⅱ

職員個々の意識変容とスキルアップが図られている
獲得したインプットを業務で実践（アウトプット）している

職員個々や各職場において、成功体験が生まれている

①職員がTF等を通じ、デジタルを活用した課題解決に取り組む
②職員がDX相談窓口等を通じ、職場の業務改革に取り組む

①職員研修の実施
②デジタル関連資格（ITパスポート等）の取得支援

①タスクフォースや業務改革支援チーム等への参画機会提供
②DX相談窓口等を通じた課題解決支援

中間成果Ⅰ

直接成果

産出
（人材育成の取組）

本計画のKPI管理対象

目指すべき姿 姫路ライフ・デジタル戦略における令和12年度（2030年度）の姫路市の姿

本計画の対象取組

出典：姫路ライフ・デジタル戦略〔Ver.3.2〕 3



２．令和12年度までのデジタル人材育成ロードマップ

令和12年度（2030年度）における本市の姿（将来像）を実現するため、以下のロードマップに従って庁内デジタル人材の育成の取組を進めるものとする。

効果創出フェーズ

令和３年度～令和５年度 令和６年度～令和８年度 令和９年度～令和12年度

パイロットフェーズ 土台づくりフェーズ

最終成果

各局・各所属が自発的か
つ継続的に、デジタルを活
用した地域・組織の課題
解決に取り組んでいる

（＝ビジョンに示す「職員
の意識・行動の変容とデジ
タル技術を触媒とした『行
政から地域への課題解決
の連鎖』」の実現）

研修への参加、資格取得、タスクフォース等による課題解決や職場の業務改革への参画が行われている

職員個々の意識変容とスキルアップが図られている
職員個々や各職場において、成功体験が生まれている

各局・各所属において、当事者として
デジタル化・ＤＸに

「当たり前に取り組む」状況が
生まれている

人
材
育
成
の
取
組
の
方
向
性

デジタル化・ＤＸに関する
意識醸成・リテラシー向上

デジタル化・ＤＸに関する
意識醸成・リテラシー向上

自発的にデジタル化・ＤＸに
携わる職員の育成

デジタル化・ＤＸに関する
意識醸成・リテラシー向上

自発的にデジタル化・ＤＸに
携わる職員の育成

各局・各所属における
ナレッジの共有・人材育成

創
出
す
る
成
果

令和12年度
（2030年度）

における
本市の姿
（将来像）
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３．土台作りフェーズ（R6～R8）におけるロードマップ

土台づくりフェーズにおいては、デジタル化・DXに関する全庁的な意識醸成及びリテラシー向上に引き続き取り組むとともに、自発的にデジタル化・DXに取り組む職員を育成
することで、職員個々の意識変容・スキルアップ及び業務でのデジタル化・DXの実践を図る。
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◆100名程度

◆30名程度

令和７年度令和６年度 令和８年度

◆400名程度(R4・R5の受講者含む) ◆900名程度(同左)

【変革マインド醸成】

【デジタルリテラシー向上】

◆600名程度(同左)

◆150名程度(R4・R5の受講者含む) ◆500名程度(同左)◆300名程度(同左)

◆90名程度
(各課に１名程度)

◆20名程度 ◆50名程度

自発的に

デジタル化・ＤＸに

携わる職員の育成

デジタル化・ＤＸに

関する意識醸成・

リテラシー向上

リーダー育成
企画

リーダー育成・確保
ＬＰ育成企画

◆150名程度
(各課に１名以上程度)

BPR実践ワークショップ研修等の受講者

◆90名程度

◆20名程度
(各局に１名程度)

◆リーダー研修(仮)の受講者 10名程度

管理職向け研修等の受講者

◆300名程度
(全ての部課長)

◆200名程度

◆同左◆受講率100% ◆同左

DX基礎研修等の受講者

ＤＸ推進・業務改革

データドリブン

データ利活用研修等の受講者

ICT/DXツール・マイナンバー

情報処理技術者試験資格取得助成申請者数

情報セキュリティ

各種情報セキュリティ研修対象者

※ 研修の位置付けを整理し、一部の目標値を上方修正した。

オフィサーの意識醸成（ＤＸへの理解・ビジョン提示・所属職員のバックアップ）

リーディングプレーヤー育成



４．令和７年度 重点取組事項（1/2）

1. リーディングプレーヤー層の育成強化（自発的にデジタル化・DXに携わる職員の育成）

✓ 全庁的なデジタル化・DXを推進するに当たっては、業務の主体である各課において、現状把握や原因分析、あるべき姿の実現に必要な課題解決策の立
案を担い、デジタルを活用した課題解決・業務改革の牽引役となる「リーディングプレーヤー」層の量的・質的な育成が必要である。

✓ 過去に実施した研修のアンケートでは、DXについて「『時間があれば』主体的に実践したい」と答えた職員の割合が約50%～60%に及ぶことがあり、さらなる
意識醸成と、DXを実践する時間の確保が課題となっている。

✓ リーディングプレーヤー層の育成のため、引き続き「BPR実践ワークショップ研修」を実施し、自部署の業務の問題・課題を発見する力、解決策を明確にして
道筋を立てられる職員を育成する。

✓ リーディングプレーヤー層職員のリテラシー及び意識向上のため、新たに動画研修サービス「Udemy Business」の視聴アカウントを職員に配布し、デジタル
化・DXに関する最新の知識やスキルを自ら進んで学ぶ能力を培う。

2. プレーヤー層の変革マインド・デジタルリテラシーの底上げ（デジタル化・DXに関する意識醸成・リテラシー向上）

✓ 全職員が「デジタル人材」の一員であることの理解を深めるとともに、リーディングプレーヤー層の職員が立案・牽引する課題解決の取組に対し、単なる「業務
の増加」等と捉えて敬遠することのないよう、当事者として前向きに支援・参画する意識を醸成することが必要である。

✓ 令和７年度末における行政手続のオンライン化100%達成に向け、DXツールの使い方など、デジタルリテラシーを高める方策を進める必要がある。

✓ 上記を踏まえ、「DX基礎研修」や「＜仮称＞EBPM・データ利活用基礎研修」などの基礎的な研修を充実させるとともに、「姫路市オンライン手続ポータルサ
イト研修」等のツール活用方法に関する研修を実施する。

✓ DX及びデータ利活用に係る基礎知識習得のため、従来から実施している「DX基礎研修」と同内容の研修を「２級職員研修」においても実施し、若手職員
の意識の向上を図る。
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４．令和７年度 重点取組事項（2/2）

※ オフィサーとリーダーに求められるスキルは「姫路ライフ・デジタル戦略〔Ver.3.2〕P.14参照
7

デジタル人材の
階層

求められるスキル

リーディング
プレーヤー

Leading Player

変革
マインド

1. リーダーの策定したDX企画及びその実施計画に基づき、自部門において着実に変革を実行できる。
2. 自部門の業務プロセスにおける問題点を把握し、抜本的な解決策を提案できる。
3. 自部門のDXを推進するために必要なデータを理解し、そのデータの収集、整理、分析を行うことができる。
4. 定量的なKGI・KPIを設定し、それを用いて自部門の事業の成果を検証することができる。

デジタル
リテラシー

1. ICT/DXツールを効果的に活用するための知識を積極的に習得し、自部門業務へ適用することができる。
2. 情報セキュリティポリシーを理解し、遵守するとともに、他メンバーへ助言や支援を行うことができる。
3. 自部門で発生したセキュリティインシデントについて、情報セキュリティポリシーに基づき、適切に初動対応

や応急措置の判断ができる。

業務知識
1. 担当業務について、自部門の具体的な使命や目標に基づき、詳細な手順とプロセスを熟知し、推進できる。
2. 自部門の目標達成に向けて、部門内の協働を牽引することができる。

プレーヤー
Player

変革
マインド

1. リーディングプレーヤーからの助言やフィードバックに基づき、自部門の業務改善に取り組むことができる。
2. 担当業務の効率性向上に向けて、PDCAを意識し、自発的な努力と改善提案ができる。
3. データの重要性を理解し、業務に関連するデータを正しく読み取ることができる。

デジタル
リテラシー

1. ICTツールや業務システムの基本的な操作を習得し、業務へ有効に活用することができる。
2. マイナンバー制度について、その趣旨や行政事務との関連性を正しく理解している。
3. 情報セキュリティの基本的な考え方を身に付け、日頃の自身の行動をコントロールすることができる。
4. 自部門で発生したセキュリティインシデントについて、情報セキュリティポリシーに基づき、適切に報告・連

絡・相談ができる。

業務知識
1. 担当業務について、常にその目的を意識し、詳細な知識をもって正確に遂行できる。
2. 業務目的の達成に向けて、担当者間で相互にフォローすることができる。

参考 姫路市のデジタル人材の階層（出典：姫路ライフ・デジタル戦略〔Ver.3.2〕）



５．令和７年度 取組に関するKPI

各局・各所属が自発的かつ継続的に、デジタルを活用した地域・組織の課題解決に取り組んでいる
（デジタル戦略で示す「職員の意識・行動の変容とデジタル技術を触媒とした『行政から地域への課題解決の連鎖』」）

①職員が研修に参加する
②職員がデジタル関連資格を取得する

最終成果
（目的）

各局・各所属において、当事者としてデジタル化・DXに「当たり前に取り組む」状況が生まれている中間成果Ⅱ

①職員個々の意識変容とスキルアップが図られている
②獲得したインプットを業務で実践（アウトプット）している

①職員研修の実施
②デジタル関連資格（ITパスポート等）の取得支援

中間成果Ⅰ

直接成果

産出
（人材育成の取組）

〔アウトカム指標〕

① 研修後アンケートの「この研修を受ける前と比べて、研修内容の重要性をどの
程度強く感じるようになったか」を問う設問において、「重要性を感じるように
なった」と答えた職員の割合：90%（対象研修の平均）

② 研修後アンケート（数か月後又は年度末に実施）の「研修内容を実際に
業務に活用したか」を問う設問において、「全面的に活用した」又は「部分的
に活用した」と答えた職員の割合：80％（対象研修の平均）

※すべてR4・R5・R6の受講者を含む

〔アウトプット指標〕

①-1 BPR実践ワークショップ研修等の受講者数：60名程度
①-2 DX基礎研修等の受講者数：600名程度
①-3 データ利活用研修等の受講者：300名程度
② 情報処理技術者試験に係る資格取得助成申請者数：50名程度
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６．令和７年度 デジタル人材育成研修 体系図
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デジタル人材の
階層

研修分野・カテゴリー・実施予定研修

オフィサー
Officer

リーダー
Leader

リーディング
プレーヤー

Leading Player

プレーヤー
Player

管
理
監
督
者

局
に
１
～
２
名

課
に
１
名
以
上

上
記
以
外
全
職
員

課
長
級
以
上

課
長
補
佐
級

～

主
事
級

デ
ジ
タ
ル
部
門
職
員

対象職員等変革マインド醸成 デジタルリテラシー向上

DX推進・業務改革 データドリブン

ＤＸ応用研修

（事例から学ぶＤＸの
進め方研修）

データ利活用研修

(分析演習編)

ICT/DXツール・マイナンバー 情報セキュリティ

Ｒ
Ｐ
Ａ
研
修
（
基
礎
）

姫
路
市
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
研
修

各
種
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
修

（
階
層
別
研
修
・
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
）

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
訓
練

各
種O

ffic
e

研
修

パ
ソ
コ
ン
研
修
（
市
町
村
振
興
協
会
）

ITパスポート研修

幹部向けWell-being指標活用研修

管理職向けＤＸ講演会・セミナー

ＢＰＲ
実践ワークショップ

研修

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
説
明
会

デ
ー
タ
分
析
ツ
ー
ル
研
修

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
カ
タ
ロ
グ
サ
イ
ト
研
修

リーディングプレーヤー育成支援研修（動画）

ＤＸ基礎研修

【２級職員研修の一部として実施＋別途開催】

EBPM・データ利活用基礎研修

検討予定
＜仮称＞リーダー育成支援研修）

主
任
級
～
新
採
用

＜仮称＞【EBPM実践支援】管理職向け研修

＜仮称＞【EBPM実践支援】EBPM推進人材育成研修
生
成
Ａ
Ｉ
研
修
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７．令和７年度 デジタル人材育成研修 実施スケジュール

令和７年度に実施予定の研修の実施スケジュールは、以下のとおり。（ただし、時期が変更になる場合があります。）

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

マイル
ストーン

議会

戦略
会議

人事
評価

変革
マインド
醸成

DX推進・
業務改革

データ
ドリブン

デジタル
リテラ
シー
向上

ICT/DX
ツール・
マイナン
バー

情報
セキュリ
ティ

★パソコン研修（市町村振興協会） 各種Office研修

各種情報セキュリティ研修

ウェルビーイングに基づく政策デザイン研修

情報セキュリティ訓練

★未定（仮）管理職向けDX講演会

BPR実践ワークショップ研修

ITパスポート研修

★２級研修

★生成AI研修（時期未定）

★リーディングプレーヤー育成支援研修（Udemy動画）

★管理職向けオンライン化講話

★＜仮称＞【EBPM実践支援】EBPM推進人材向け研修

★DX基礎研修 ★DX応用研修
データ利活用研修（分析演習編）

★＜仮称＞EBPM・データ利活用基礎研修★＜仮称＞【EBPM実践支援】管理職向け研修

★マイナンバー制度説明会

★姫路市ｵﾝﾗｲﾝ手続ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ研修 【前倒し】

★RPA研修（基礎）

▲第１回
デジタル戦略会議

▲第２回
デジタル戦略会議

▲第３回
デジタル戦略会議

第4回▲
デジタル戦略会議

▲第２回
定例会

▲第３回
定例会

▲第４回
定例会

▲第１回
定例会

▲後期評価▲前期評価


